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愛
媛
県
の
か
ん
き
つ
生
産
量
は
、
全
国
の
20
％
を
占
め
て
お
り
、

中
晩
柑
類
の
生
産
量
は
日
本
一
。
近
年
は
品
種
が
多
様
化
し
、「
不

知
火
」「
せ
と
か
」
な
ど
へ
更
新
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
中
で
も
「
せ
と
か
」
は
、
香
り
、
色
、
味
わ
い
全
て
が
濃
厚
な
人

気
の
か
ん
き
つ
。
農
林
水
産
省
果
樹
試
験
場
（
現
・
独
立
行
政
法
人

農
研
機
構
果
樹
研
究
所
）
口
之
津
支
場
で
、「
清
見
」
と
「
ア
ン
コ
ー

ル
」
を
掛
け
合
わ
せ
た
も
の
に
「
マ
ー
コ
ッ
ト
」
を
交
配
し
て
育
成

さ
れ
、
２
０
０
１
年
10
月
に
品
種
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
き
く
つ
や
や
か
な
外
観
の
施
設
せ
と
か
は
１
月
下
旬
か
ら
、
や

や
小
玉
で
す
が
コ
ク
が
深
い
露
地
栽
培
は
３
月
か
ら
収
穫
が

始
ま
り
ま
す
。
特
に
、
露
地
栽
培
で
は
、
３
月
ま
で
樹
上
で
越

冬
で
き
る
島
嶼
部
を
中
心
と
し
た
温
暖
な
地
域
に
限
ら
れ
、
松

山
市
の
興
居
島
で
は
、「
せ
と
か
」
の
露
地
栽
培
が
盛
ん
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
中
央
・
由
良
支
部
長
の
林
耕
一
郎
さ
ん
は
、「
香

り
と
味
が
良
い
の
に
加
え
、
手
で
簡
単
に
む
け
袋
も
薄
く
種
も

無
い
。『
せ
と
か
』
に
魅
せ
ら
れ
、〝
適
地
適
作
〟
で
10
年
前
に

普
通
伊
予
柑
か
ら
更
新
し
ま
し
た
。
果
実
一
つ
一
つ
に
サ
ン
テ

（
黒
い
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
の
よ
う
な
布
）
を
か
ぶ
せ
た
り
、
枝
の

ト
ゲ
を
除
い
た
り
と
手
間
を
惜
し
ま
な
い
こ
と
で
、
美
味
し
い

〝
旬
〟
の
『
せ
と
か
』
を
消
費
者
に
届
け
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

Vol.135

JA周桑

ＪＡえひめ中央・
由良支部

JAえひめ中央

今治市波方町今治市波方町今治市波方町

JAにしうわ
川上共選

今治市波方町

露
地
せ
と
か
の
収
穫

（
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
中
央
・
由
良
支
部
）

※「
せ
と
か
」は
、全
農
え
ひ
め
提
供
の「
久
保
田
夏
菜
の『
え
ひ
め
の
食
』食
べ
ち
ゃ
お
う
か
な
～
♪
」（
テ
レ
ビ
愛
媛
）

で
３
月
３
日
に
放
送
。「
え
ひ
め
の
食
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。



今月の表紙

　正門では制服姿の子どもたちが記念撮
影、親御さんらは先生たちにご挨拶と、
晴れやかで賑々しい卒業式の朝の風景で
す。泣いて、笑って、励まし合った友だ
ちとの別れは切ないけれど、その先には
夢と希望ふくらむ未来が続いています。
多感な時代のワンシーンをしっかりと心
に刻んで、笑顔で始まる新しい一歩を踏
み出しましょう。
●表紙：卒業式
　　　　はら　ふみ（イラストレーター）

農の風景Vol.135

露地せとかの収穫（JAえひめ中央・由良支部）

●2　 　〈特集〉愛媛県JA−SSの取り組み

	 エリア戦略に基づいたセルフ化と老朽化SS
の統廃合でJA石油事業強化に取り組む

●5　　 THE・ねっとわーく
	 ◦日本一の「伊予柑」を全国にＰＲ
	 ◦「愛媛県農作物病害虫雑草図鑑」改訂版　発刊
	 ◦食の安全・安心研修会
	 ◦JAえひめエネルギー㈱西条店リニューアル

●8　　  ふるさと  ESSAY  VOL.203

「おべんとう作家」で10年
尾原　聖名さん

●10　　 TOPIC NEWS

●15　　 私たちがTACです
　　　　　〜JA西条アグリセンター　秋山 雅志さん〜

●16　　 なんでもBOX

●17　　 統計BOX

	 平成22年農業産出額

●18　　 JAふるさと自慢Vol.135「直売所めぐり」

 楽しみ市〜JA東予園芸	宇摩支部〜

●20　　 READERS通信
 NOW  NOW  COOKING 〈今月の素材〉菜の花

March 2012

※『あぐり〜ど』は、「愛媛農業（Agriculture）」を「リード（Lead）
する」という意味と「心を一つにする（Agreed）」という意味を
込めています。

JA全農えひめ情報

私たちは「安心」を3つの視点で考えます。

○	営農と生活を支援し、元気な産地
づくりに取り組みます。

○	安全で新鮮な国産農畜産物を消費者
にお届けします。

○	地球の環境保全に積極的に取り組み
ます。

全農グループの経営理念

私たち全農グループは、
生産者と消費者を安心で結ぶ

懸け橋になります。

ホームページ
http://www.eh.zennoh.or.jp

JA全農えひめ

※2012年1月にリニューアルしました。

■JA全農えひめ「えひめの食」企画
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ehimenosyoku/
　　　※「えひめの食」では、旬の農産物情報を発信しています。

◆㈱えひめ飲料　
　　　http://www.ehime-inryo.co.jp

◆JAえひめ物流㈱
　　　http://www.jat-ehime.co.jp/

◆JAえひめフレッシュフーズ㈱　
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ja-fresh/

◆㈱ひめライス　
　　　http://www.himerice.jp/

◆JAえひめエネルギー㈱　
　　　http://www.ja-ehimeene.co.jp　



で
は
、
セ
ル
フ
を
３
０
０
Ｓ
Ｓ
設
置
す
る

と
同
時
に
８
７
０
Ｓ
Ｓ
を
廃
止
。
セ
ル
フ

化
率
も
業
界
と
同
じ
く
22
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
た
だ
し
、
県
内
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
お
い

て
は
、
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
の
整
備
は
進
ん
で
き

た
も
の
の
、
１
０
５
施
設
の
う
ち
セ
ル
フ

は
９
Ｓ
Ｓ
で
セ
ル
フ
化
率
は
９
％
。
県
内

業
界
15
％
と
比
較
し
て
も
遅
れ
を
と
っ
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
石
油
の
需
要
は
年
々
減
少
が
予
測
さ
れ
、
ま
た
、
小
売
の
形
態
は
、
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
の
支
持
率
が
年
々
増
加
し
て
お
り
、
全
国

登
録
Ｓ
Ｓ
の
セ
ル
フ
化
率
は
22
％
ま
で
増
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
消
防
法
の
改
正
に
と
も
な
い
、
40
年
以
上
前
に
埋
め
ら
れ
た
給
油
施
設
の
地
下
貯
蔵
用
タ
ン
ク
は
、
２
０
１
３
年
１

月
末
ま
で
に
漏
出
防
止
措
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
県
内
Ｊ
Ａ
︱

Ｓ
Ｓ
は
、
Ｊ
Ａ
ご
と
に
エ
リ
ア
戦
略
を
策
定
し
、
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
の
展
開
、

老
朽
化
に
よ
る
漏
洩
リ
ス
ク
回
避
対
策
や
Ｓ
Ｓ
の
統
廃
合
を
進
め
、
Ｊ
Ａ
石
油
事
業
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
小
売
の
形
態
は
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
の

支
持
率
が
年
々
増
加
し
、
同
時
期
の
セ
ル

フ
Ｓ
Ｓ
は
、
４
、 

１
０
０
店
舗
か
ら
８
、 

４
０
０
店
舗
と
倍
増
。
セ
ル
フ
化
率
は

８
％
か
ら
22
％
に
増
え
て
お
り
、
近
い
将

来
、
30
％
に
ま
で
達
す
る
と
の
見
方
も
あ

り
ま
す
。

　
一
方
、
全
国
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、

こ
の
10
年
間
で
約
６
５
０
Ｓ
Ｓ
で
セ
ル
フ

投
資
が
行
わ
れ
、
約
２
、 
３
０
０
Ｓ
Ｓ
を

廃
止
し
ま
し
た
。
特
に
、
直
近
の
３
年
間

　
石
油
製
品
の
需
要
は
、
電
気
自
動
車
や

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
普
及
に
よ
り
、
毎

年
３
％
程
度
の
減
少
が
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
全
国
の
登
録
Ｓ
Ｓ
数
は
、
２
０
０
４

年
度
末
の
約
４
８
、 

６
０
０
店
舗
か
ら
、

10
年
度
末
に
は
約
３
８
、 

７
０
０
店
舗
と

２
割
減
少
し
ま
し
た
。

進
展
す
る
セ
ル
フ
化
と

遅
れ
る
県
内
Ｊ
Ａ
︱
Ｓ
Ｓ

特

集

◆特集：愛媛県JA－SSの取り組み

エ
リ
ア
戦
略
に
基
づ
い
た
セ
ル
フ
化
と
老
朽
化
Ｓ
Ｓ

の
統
廃
合
で
Ｊ
Ａ
石
油
事
業
強
化
に
取
り
組
む

2



気
防
食
（
電
流
を
流
し
て
腐
食
を
防
止
）、

④
精
密
油
面
計
の
設
置
が
あ
り
ま
す
が
、

通
常
、
Ｓ
Ｓ
に
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン

だ
け
で
な
く
、
軽
油
、
灯
油
な
ど
複
数
の

タ
ン
ク
が
あ
り
、
改
修
費
用
は
か
な
り
の

負
担
と
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
情
勢
に
対
応
し
よ
う
と
、
県

内
Ｊ
Ａ
︱

Ｓ
Ｓ
で
は
、
Ｓ
Ｓ
整
備
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
の

展
開
と
老
朽
化
Ｓ
Ｓ
の
統
廃
合
に
よ
る
事

業
体
制
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
愛
媛
た
い
き
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
取
り
組
み
と
し
て
、
地
下
タ
ン
ク

の
老
朽
化
対
策
と
収
支
改
善
の
観
点
か

ら
、
川
上
Ｓ
Ｓ
・
肱
南
Ｓ
Ｓ
の
２
か
所
を
、

２
０
０
９
年
11
月
末
に
廃
止
。
直
後
の
12

月
７
日
に
、
商
業
施
設
オ
ズ
メ
ッ
セ
21
の

駐
車
場
内
に
、
同
Ｊ
Ａ
初
の
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ

「
オ
ズ
メ
ッ
セ
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
」
を
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　
同
管
内
で
の
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
は
後
発
組

で
、
近
隣
に
５
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
が
存
在
す
る

と
い
う
厳
し
い
条
件
下
で
し
た
が
、
Ａ

コ
ー
プ
や
グ
リ
ー
ン
店
舗
、
飲
食
店
な
ど

が
あ
る
商
業
施
設
（
そ
の
後
直
売
所
も
開

設
）
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
オ
ー
プ
ン

　　
一
方
、
２
０
１
１
年
２
月
に
改
正
消
防

法
が
施
行
さ
れ
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の

地
下
貯
蔵
タ
ン
ク
の
油
漏
れ
規
制
が
強
化

さ
れ
ま
し
た
。
特
に
40
年
以
上
前
に
埋
め

ら
れ
た
貯
蔵
タ
ン
ク
は
、
13
年
１
月
末
ま

で
の
猶
予
期
間
内
に
、
改
修
な
ど
に
よ
る

漏
出
防
止
措
置
を
行
う
こ
と
が
義
務
付
け

さ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
庁
が
ま
と
め
た
10
年
中
の
ガ
ソ
リ

ン
な
ど
全
国
の
流
出
事
故
件
数
は
３
５
７

件
、
う
ち
腐
食
な
ど
劣
化
が
原
因
の
も
の

は
１
２
９
件
も
あ
り
、
万
が
一
、
漏
洩
す

る
と
Ｓ
Ｓ
の
み
な
ら
ず
周
辺
へ
の
対
応
も

必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
対
策
は
必
須
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
県
内
Ｊ
Ａ
︱

Ｓ
Ｓ
は
、
１
０
５
施
設
の

う
ち
、
漏
洩
リ
ス
ク
が
高
い
30
年
以
上
経

過
の
地
下
タ
ン
ク
は
41
施
設
（
全
体
の

39
％
）、
う
ち
法
改
正
に
よ
り
、
こ
こ
1

年
以
内
に
、
何
ら
か
の
対
応
が
必
須
の
40

年
以
上
が
13
施
設
（
同
12
％
、
対
応
済
は

除
く
）
あ
り
、
漏
洩
リ
ス
ク
対
応
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
改
修
策
（
要
件
あ
り
）
と
し
て
は
、
①

地
下
タ
ン
ク
の
入
れ
替
え
、②
Ｆ
Ｒ
Ｐ（
強

化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
内
面
強
化
、
③
電

40
年
以
上
の
地
下
タ
ン
ク
は

1
年
以
内
に
対
応
が
必
要

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き

セ
ル
フ
展
開
と
統
廃
合
を
実
践

3



直
後
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
販
売
量
は
３
０
０
キ

ロ
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
11
年
４
月
に
は
、
内
子
Ｓ
Ｓ
と

長
浜
Ｓ
Ｓ
を
、
地
下
タ
ン
ク
改
修
に
併

せ
て
セ
ル
フ
化
す
る
な
ど
、
着
実
に
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　
県
内
Ｊ
Ａ
︱

Ｓ
Ｓ
で
は
、
基
幹
Ｓ
Ｓ
に

つ
い
て
は
、
利
便
性
・
快
適
性
の
高
い
セ

ル
フ
化
を
、
利
便
Ｓ
Ｓ
に
つ
い
て
は
改
修

と
同
時
に
コ
ン
パ
ク
ト
セ
ル
フ
化
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
セ
ル
フ
化
と
並
行
し
て
、
漏
洩
リ

ス
ク
の
高
い
老
朽
化
Ｓ
Ｓ
（
特
に
設
置
後

30
年
以
上
経
過
）
に
つ
い
て
は
、
環
境
保

全
・
経
営
リ
ス
ク
の
観
点
か
ら
も
廃
止
も

視
野
に
入
れ
た
再
配
置
を
進
め
る
な
ど
、

Ｓ
Ｓ
整
備
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
構
築
し
エ

リ
ア
戦
略
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
と
も
、
Ｊ
Ａ
︱

Ｓ
Ｓ
事
業
に
ご
理

解
・
ご
利
用
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

エ
リ
ア
戦
略
で

Ｊ
Ａ
石
油
事
業
を
強
化

特

集
◆特集：愛媛県JA－SSの取り組み
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Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、

日
本
一
の
生
産
量
を
誇
る

伊
予
柑
の
全
国
縦
断
消
費

宣
伝
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
。
ス
タ
ー
ト
前
の
１
月

24
日
に
は
、
諏
訪
玄
県
本
部
長
と
愛
媛
い

よ
か
ん
大
使
４
人
ら
が
愛
媛
県
庁
を
訪
問

し
、
中
村
時
広
知
事
に
伊
予
柑
を
贈
り
ま

し
た
。

　
中
村
知
事
が
「
柑
橘
王
国
え
ひ
め
の
中

で
も
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
の
伊
予
柑
を
、
元

気
に
Ｐ
Ｒ
し
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
。
大

使
ら
は
、「
色
よ
し
・
味
よ
し
・
香
り
よ

し
の
三
拍
子
揃
っ
た
日
本
一
の
愛
媛
い
よ

か
ん
を
、
笑
顔
で
明
る
く
元
気
に
Ｐ
Ｒ
し

て
き
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
36
回
目
と
な
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
本

格
的
な
販
売
に
向
け
て
、
１
月
27
日
か
ら

チ
ゴ
「
あ
ま
お
と
め
」
な
ど
の
愛
媛
の
農

産
物
の
美
味
し
さ
と
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。

　
一
方
、
県
内
で
は
、「
愛
の
オ
レ
ン
ジ

ロ
ー
ド
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し

て
、
２
月
５
日
、「
愛
媛
マ
ラ
ソ
ン
」
の

会
場
に
「
オ
レ
ン
ジ
タ
ワ
ー
」
を
設
置
し

ラ
ン
ナ
ー
や
応
援
者
に
Ｐ
Ｒ
（
16
ペ
ー
ジ

に
関
連
記
事
）。
ま
た
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン

デ
ー
に
併
せ
て
２
月
11
日
に
は
、
エ
ミ
フ

ル
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
で
行
わ
れ
た
「
え
ひ
め

ス
イ
ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
柑
橘
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
に
も
連
動
し
て
、
愛
媛
い
よ
か

ん
大
使
ら
が
、「
伊
予
柑
」「
せ
と
か
」「
甘

平
」
な
ど
を
試
食
販
促
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
４
月
14
日
「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」

に
向
け
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
中
晩

柑
類
の
消
費
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

２
月
６
日
ま
で
の
11
日
間
、
大
阪
を
皮
切

り
に
、
神
戸
・
京
都
・
東
京
・
熊
谷
・
札

幌
の
６
都
市
を
回
り
、
市
場
等
の
表
敬
訪

問
、
店
頭
試
食
宣
伝
や
札
幌
雪
ま
つ
り
会

場
で
の
無
料
配
布
等
を
行
い
、
質
・
量
と

も
日
本
一
の
愛
媛
い
よ
か
ん
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

　
え
ひ
め
愛
フ
ー
ド
推
進
機
構
の
主
催
で

１
月
25
日
～
31
日
ま
で
西
宮
阪
急
百
貨

店
で
開
か
れ
た
「
愛
媛
県
お
い
し
い
も
の

フ
ェ
ア
」
に
併
せ
て
、
中
村
知
事
に
よ
る

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
28
日
に
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
運
営
委

員
会
の
岡
本
健
治
会
長
や
愛
媛
い
よ
か
ん

大
使
ら
と
と
も
に
、
市
場
で
あ
い
さ
つ
。

百
貨
店
の
フ
ェ
ア
で
は
、「
伊
予
柑
」
を

は
じ
め
と
す
る
柑
橘
は
も
と
よ
り
、
キ
ウ

イ
フ
ル
ー
ツ
、
里
芋
「
伊
予
美
人
」、
イ

青果
販売課

日
本
一
の
「
伊
予
柑
」
を
中
心
に

愛
媛
柑
橘
の
魅
力
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ▲岡本会長（中央）も雪まつり会場でPR

▲西宮阪急での愛媛県おいしいものフェア

▲エミフルには、旬のかんきつが勢ぞろい
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J
A
全
農
え
ひ
め
営

農
振
興
課
と
肥
料
農
薬

課
は
、「
愛
媛
県
農
作
物

病
害
虫
雑
草
図
鑑
（
改
訂

版
）」
を
２
月
末
に
発
刊
し
ま
し
た
。

　
愛
媛
県
の
研
究
機
関
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
作
物
別
（
穀
類
・
野
菜
・
花
き
・
果

樹
）
に
、
県
内
の
主
要
な
病
害
虫
・
雑
草

の
特
徴
を
カ
ラ
ー
で
見
や
す
く
掲
載
す
る

と
と
も
に
、
発
生
形
態
か
ら
防
除
法
ま
で

解
説
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
11
月
末
ま
で
J
A
を
通
じ
て
予
約

を
受
付
け
現
在
配
付
中
で
す
が
、
若
干
の

余
裕
が
あ
り
ま
す
（
Ｃ
Ｄ
付
セ
ッ
ト
は
予

約
の
み
で
完
売
）。

　
ご
購
入
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
最
寄
り

の
J
A
営
農
窓
口
ま
で
（
一
般
書
店
で
は

取
り
扱
い
し
て
い
ま
せ
ん
）。

【
図
鑑
の
概
要
】

▽
形
態
＝
Ａ
４
判
冊
子
（
写
真
・
カ
ラ
ー

印
刷
・
本
文
約
３
０
０
ペ
ー
ジ
）

▽
価
格
＝
１
，
３
０
０
円
／
冊

「
愛
媛
県
農
作
物
病
害
虫
雑
草
図
鑑
」

改
訂
版

　発
刊
し
ま
し
た

営農
振興課

て
い
る
事
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
参
加
者
は
不
適
切
表
示
の
大
半

を
占
め
る
加
工
食
品
や
ア
レ
ル
ギ
ー
物
質

を
含
む
食
品
の
表
示
に
お
け
る
留
意
点
に

つ
い
て
も
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
や
食
品
衛
生
法
な

ど
に
基
づ
き
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
愛
媛
で
は
、
安
全
・
安

心
に
対
す
る
消
費
者
の
期
待
に
応
え
る
た

め
、「
食
品
表
示
の
自
主
点
検
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
今
後
も
生
産
履
歴
記

帳
の
徹
底
と
内
部
検
査
体
制
の
強
化
を
図

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
J
A
愛
媛
中
央
会

と
J
A
全
農
え
ひ
め
、

J
A
愛
媛
農
畜
産
物
消

費
拡
大
推
進
協
議
会

は
、
２
月
７
日
、
Ｊ
Ａ
愛
媛
で
２
０
１
１

年
度
「
食
の
安
全
・
安
心
研
修
会
」
を
開

き
、
J
A
グ
ル
ー
プ
愛
媛
の
生
産
履
歴
記

帳
運
動
の
取
り
組
み
や
食
品
表
示
の
留
意

点
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
県
内
J
A
担
当
者
65
人
が
参
加
し
た
研

修
会
で
は
、中
央
会
の
伊
賀
上
常
務
が「
食

の
安
全
・
安
心
の
取
り
組
み
に
終
わ
り
は

な
い
。消
費
者
の
信
頼
に
つ
な
げ
る
た
め
、

徹
底
し
て
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
全
農
え
ひ
め
か
ら
は
、「
安
心
え
ひ
め

記
帳
運
動
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
徹
底

を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
食
の
安
全
・

安
心
へ
の
取
り
組
み
事
例
と
し
て
ゼ
ス
プ

リ
ゴ
ー
ル
ド
キ
ウ
イ
に
お
け
る
Ｇ
Ａ
Ｐ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
J
A
愛
媛
た
い
き
営
農
部
の
武

知
直
販
課
長
は
、
産
直
市
「
愛
た
い
菜
」

で
は
、
出
荷
者
を
対
象
と
し
た
栽
培
防
除

日
誌
作
成
の
研
修
会
を
定
期
的
に
実
施
す

る
こ
と
で
、
表
示
に
対
す
る
意
識
を
高
め

食
の
安
全
・
安
心
へ
の
意
識
を
高
め

消
費
者
へ
の
信
頼
に
つ
な
げ
よ
う

ＪＡ
グループ
愛媛
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Ｊ
Ａ
え
ひ
め
エ
ネ
ル

ギ
ー
㈱
は
、
オ
ー
ト
事
業

部
西
条
店
（
オ
ー
ト
パ
ル

小
松
）
の
整
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
自
動
車
整
備
工
場
の
建
て
替

え
と
東
予
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
管
理
セ
ン
タ
ー
の
移

転
が
完
了
し
、
１
月
24
日
、
落
成
式
を
執

り
行
い
ま
し
た
。

　
西
条
店
の
整
備
工
場
は
、
１
９
６
７
年

の
建
設
後
、
40
年
以
上
を
経
過
し
建
物
の

老
朽
化
が
進
み
、
イ
メ
ー
ジ
が
悪
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
一
方
、
東
予
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
管

理
セ
ン
タ
ー
は
、
１
９
７
２
年
の
設
立
当

時
、周
囲
は
田
畑
で
し
た
が
住
宅
が
増
え
、

騒
音
な
ど
の
苦
情
が
出
る
な
ど
、
配
送
業

務
に
苦
慮
す
る
状
況
で
し
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
回
の

整
備
で
は
、
東
予
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
管
理

セ
ン
タ
ー
を
西
条
店
の
敷
地
に
移

転
す
る
と
と
も
に
、
自
動
車
整
備

西
条
店
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

東
予
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
管
理
セ
ン
タ
ー
も
移
転

ＪＡえひめ
エネルギー㈱

に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　
同
社
の
杉
本
光
社
長
は
、「
今
回
の
整

備
に
よ
り
、
自
動
車
整
備
工
場
は
新
し
く

明
る
い
工
場
と
な
り
ま
し
た
。
若
者
や
女

性
も
利
用
し
や
す
い
雰
囲
気
と
な
り
顧
客

の
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
容
器
置
場
に
つ
い
て
も
周
囲
に
住
宅

も
無
く
住
民
か
ら
の
騒
音
等
の
苦
情
も
解

消
さ
れ
ま
す
。

　
東
予
地
区
の
拠
点
と
し
て
、
組
合
員
・

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
同
所
の
落
成
を
記
念
し
て
、
１

月
28
日
・
29
日
に
は
、
感
謝
祭
が
行
わ
れ
、

大
勢
の
来
店
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

工
場
の
建
て
替
え
と
効
率
的
な
施
設
配
置

を
行
い
、
業
務
の
効
率
化
と
事
業
所
集
約

に
よ
る
業
務
管
理
態
勢
の
強
化
を
図
っ
た

も
の
で
す
。

　
新
し
い
整
備
工
場
は
、
最
新
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
診
断
機
を
導
入
し
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
の
点
検
も
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
開
口
部
を
大
き
く
と
る
こ
と

で
工
場
内
が
明
る
く
な
り
、
作
業
性
・
安

全
性
が
向
上
し
ま
し
た
。

　
東
予
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
管
理
セ
ン
タ
ー
の
容
器

置
場
は
、
東
予
地
区
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
配
送
拠
点

と
し
て
容
器
を
保
管
し
て
い
ま
す
が
、
以

前
よ
り
も
貯
蔵
量
を
23
ｔ
向
上
。
ま
た
、

事
務
所
に
は
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
設
置

し
事
務
所
内
の
電
力
を
賄
う
な
ど
、
環
境

▲落成を記念して「感謝祭」を実施しました

▲明るい自動車整備工場

▲能力が向上したLPガス容器置場

▲太陽光発電パネルを配した事務所
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「
お
べ
ん
と
う
作
家
」

で
10
年

　「
お
べ
ん
と
う
作
家
」っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

　
私
自
身
も
そ
う
で
し
た
！

　
初
め
て
耳
に
さ
れ
た
方
は
必
ず
思
う
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　
12
年
前
、
美
濃
焼
作
家
さ
ん
へ
毎
日
お
弁

当
を
届
け
て
い
る
と
、「
キ
ミ
は
お
べ
ん
と

う
作
家
だ
ね
」
と
言
わ
れ
た
の
が
そ
も
そ
も

の
始
ま
り
で
す
。
そ
れ
を
横
で
聞
い
て
い
た

画
廊
の
オ
ー
ナ
ー
が
「
そ
れ
は
面
白
い
」
と

道
を
つ
け
ま
し
た
。
な
ん
と
！ 
私
の
知
ら

な
い
と
こ
ろ
で
「
お
べ
ん
と
う
作
家
・
尾
原

聖
名
の
限
定
10
食
」
な
る
Ｄ
Ｍ
を
制
作
、
そ

の
ま
ま
私
は
「
お
べ
ん
と
う
作
家
」
と
し
て

歩
む
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
…
。

　
ず
っ
と
二
人
を
恨
み
ま
し
た
（
笑
）。
そ

れ
な
ら
、
ま
だ
、
よ
く
あ
る
「
料
理
研
究
家
」

の
ほ
う
が
よ
か
っ
た
。「
お
べ
ん
と
う
作
家
」

な
ん
て
先
輩
が
い
な
い
か
ら
、
何
を
ど
う
し

て
い
い
か
、
人
に
な
ん
と
説
明
し
て
い
い
か

と
、
困
惑
し
た
時
代
も
長
く
あ
り
ま
し
た
。

　
自
然
食
品
店
勤
務
と
お
べ
ん
と
う
作
家
の

二
足
の
わ
ら
じ
だ
っ
た
２
年
程
と
お
べ
ん
と

う
作
家
と
し
て
独
立
し
て
10
年
。
自
分
な
り

に
「
お
べ
ん
と
う
作
家
」
を
確
立
出
来
て
い

る
と
思
え
ま
す
。
名
乗
り
続
け
、
活
動
し
続

け
る
こ
と
。「
継
続
は
力
な
り
」
で
す
ね
。

　
料
理
は
、
誰
で
も
出
来
ま
す
。
お
皿
に
盛

り
つ
け
る
こ
と
も
す
ぐ
に
上
手
に
出
来
ま

す
。
で
も
、
味
の
違
う
、
テ
イ
ス
ト
も
違
う

も
の
を
同
じ
空
間
に
詰
め
る
と
い
う
の
は
意

外
と
難
し
い
も
の
で
す
。

　
そ
れ
は
、「
人
間
関
係
」
と
通
じ
る
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
ね
。「
人
」
は
「
親
子
」
で

あ
ろ
う
と
「
兄
弟
」
で
あ
ろ
う
と
全
く
同
じ

で
は
な
い
で
す
。「
個
」
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

に
役
割
が
あ
り
、
良
さ
が
あ
り
、「
ら
し
く
」

そ
こ
に
存
在
す
る
こ
と
が
出
来
た
ら
こ
れ
以

上
の
幸
せ
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

　「
お
か
ず
」
た
ち
も
同
じ
か
な
？ 

と
思
う

の
で
す
。
隣
の
お
か
ず
と
混
ざ
っ
て
し
ま
わ

な
い
よ
う
に
、
カ
ッ
コ
良
く
佇
ん
で
、
ベ
ス

ト
な
状
態
で
食
べ
手
と
出
逢
い
た
い
。
　

　
現
代
の
日
本
で
は
、
24
時
間
コ
ン
ビ
ニ
で

お
弁
当
が
買
え
、
ス
ー
パ
ー
の
お
惣
菜
コ
ー

ナ
ー
も
充
実
し
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
気
軽

に
お
弁
当
を
食
べ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
昔
は
、「
お
弁
当
」
は
妻
が
夫
に
、

MINA OHARA尾原聖名
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相
手
の
方
を
深
く
知
る
こ
と
に
な
る
の
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
の
方
も
ご
自
分
の
こ
と

を
気
づ
く
き
っ
か
け
に
な
っ
た
り
す
る
よ
う

で
、
表
情
が
晴
れ
や
か
に
な
っ
て
い
く
ん
で

す
。自
分
の
こ
と
は
判
ら
な
い
も
の
で
す
が
、

た
わ
い
の
な
い
質
問
か
ら
自
身
を
知
る
機
会

を
得
て
驚
か
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
そ
れ

だ
け
「
食
べ
る
」
こ
と
が
「
生
き
る
」
と
い

う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
。

　
お
話
し
を
伺
っ
て
か
ら
、
メ
ニ
ュ
ー
を
考

え
て
、
そ
の
時
揃
え
ら
れ
る
最
善
の
食
材
を

調
達
し
て
、
お
弁
当
作
り
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
味
の
濃
淡
も
切
り
方
も
そ
の
つ
ど
違
い
ま

す
。
出
来
る
だ
け
「
相
手
に
寄
り
添
っ
た
」
お

弁
当
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
全
て
が

フ
ル
オ
ー
ダ
ー
な
の
で
、
時
々
、「
つ
い
で
が

あ
れ
ば
、
余
分
に
１
つ
作
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
だ
と
そ
の
方
は
「
美
味

し
い
」
と
思
え
な
い
の
で
は
？ 

と
思
う
の
で

お
断
り
し
て
い
ま
す
。

　
プ
ロ
と
し
て
「
万
人
が
食
べ
て
美
味
し
い
も

の
」
を
提
供
出
来
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
「
目
の
前
の
人
が
『
美

味
し
い
』
と
思
え
る
も
の
」
し
か
作
れ
な
い
し
、

「
お
べ
ん
と
う
作
家
」
だ
か
ら
そ
れ
で
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
細
々
と
で
す
が
、
い
つ
も
目
の
前
の
人
と

食
材
と
ま
っ
す
ぐ
向
き
合
っ
て
、「
お
べ
ん

と
う
作
家
」
と
い
う
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
を
開

拓
し
、
根
を
は
り
、
芽
を
出
し
て
小
さ
な
花

を
咲
か
せ
る
こ
と
が
出
来
て
る
か
な
、
と
思

う
10
年
で
す
。

よ
う
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
依
頼
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
と
対
面

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
作
っ
て
い
る
時
に

そ
の
方
や
そ
の
時
食
べ
て
く
だ
さ
る
方
の
こ

と
を
想
い
な
が
ら
作
り
た
い
の
で
、
お
顔
を

知
っ
て
お
き
た
い
と
い
う
理
由
か
ら
で
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
「
食
歴
」
を
い
ろ
い

ろ
伺
い
ま
す
。
好
き
、
嫌
い
は
も
ち
ろ
ん
。

食
べ
物
に
ま
つ
わ
る
良
い
も
悪
い
も
思
い

出
、
行
き
つ
け
の
お
店
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
。

そ
う
す
る
と
初
対
面
に
も
か
か
わ
ら
ず
私
が

▲クリスマスのお弁当。海老ペーストサンド（左上）
　とジェノベーゼピラフ（左下）は、「パンも、ご飯も」
というリクエストに応えて！

母
が
子
供
に
と
い
う
「
密
」
な
関
係
の
者
同

士
の
や
り
と
り
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

空
っ
ぽ
の
お
弁
当
箱
が「
美
味
し
か
っ
た
よ
」

の
サ
イ
ン
。
今
日
は
試
験
日
だ
か
ら
、
験
担

ぎ
に
○
○
を
入
れ
ま
し
ょ
う
！ 

な
ど
、
言

葉
以
上
の
や
り
取
り
。
相
手
を
想
い
や
る
心

ご
と
お
弁
当
箱
に
詰
め
込
む
よ
う
な
…
。
お

弁
当
は
「
自
分
仕
様
」
だ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

　
私
の
お
弁
当
の
仕
事
は
、
食
材
と
食
べ
手

の
出
逢
い
が
最
良
の
も
の
で
あ
る
よ
う
に
、

ま
た
、
食
べ
手
に
寄
り
添
っ
た
も
の
で
あ
る
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●第34回　えひめみかん祭り

県内の消費者に40品種の柑橘をアピール
　愛媛県果樹同志会、愛媛県、JA全
農えひめなどは、１月22日～23日、
いよてつ髙島屋８階スカイドームで、
県内産のかんきつを一堂に集め『第
34回えひめみかん祭り』を開催。大
勢の人出で賑わいました。
　祭りは、愛媛産かんきつのPR・消
費拡大と果樹農業の振興を図ること
を目的に、消費者との交流イベント
として毎年開いており、34回目の今
回は、「カラダに愛を。ココロに愛を。
愛媛のみかん」をテーマに多彩な催
しで祭りを盛り上げました。
　会場では、県内各地から選抜された果実コン
クールで優秀賞（農林水産大臣賞）を受賞し
た石田慎一さん（JAえひめ中央）の「せとか」
など出品果実190点や、旬のイヨカン・ポンカン・
せとか・不知火を始め、県オリジナルの「紅ま
どんな」「甘平」など、40品種を超える県内産
かんきつを、同志会メンバーや愛媛いよかん大
使らが試食販売しました。
　また、今年は、新品種「エクリーク65」（モ
ロ＋太田ポンカン）を会場で試食してもらいな
がら愛称を募集。吉本興業「愛媛に住みます芸
人」モストデンジャラストリオも参加しイベン
トを盛り上げた他、新品種の展示、みかん餅つ
き、みかん綿菓子、ポンジュース蛇口、クイズ
大会など来場者が参加して楽しんでもらえる催
しを実施しました。
　コンクールの上位入賞者は次の皆さん（敬称
略）。３月の同志会大会で表彰されます。

▲同志会員らが40品種を超える柑橘を試食販促

▲みかん餅つきに参加したモストデンジャラストリオ

▲大使らが「愛のオレンジロード」をPR

■ 2011 年度　えひめ・みかん祭り　果実コンクール入賞者
賞名 出品財 受賞者名 所属 JA 備考
優秀賞 せ と か（施設加温） 石田　慎一 えひめ中央 農林水産大臣賞
優等賞 宮川早生（屋根掛け） 矢野　通彰 に し う わ 愛媛県知事賞

甘　　平（屋根掛け） 丸井　幸造 愛媛たいき 愛媛県知事賞
紅まどんな（施設） 竹松　慎吾 えひめ中央 愛媛県知事賞
不 知 火（施設） 石田六一郎 えひめ中央 全農愛媛県本部長賞
河内晩柑 増田　　章 え ひ め 南 全農愛媛県本部長賞
宮内伊予柑 作道　建記 えひめ中央 果樹研究同志会長賞
太田ポンカン 松本　勝美 え ひ め 南 果樹研究同志会長賞
は る み 徳永　博之 えひめ中央 女性果樹同志会長賞
はれひめ（マルチ） 森　　利昭 おちいまばり 女性果樹同志会長賞
せ と か（施設） 向井　裕二 えひめ中央 愛媛新聞社長賞

■ 2011 年度　えひめ・みかん祭り　ほ場コンクール入賞者
賞名 出品財 受賞者名 所属 JA 備考
優秀賞 紅まどんな 近藤　　勇 おちいまばり 農林水産大臣賞
優等賞 せ と か（施設） 石田六一郎 えひめ中央 愛媛県知事賞

宮川早生 赤松　泰幸 え ひ め 南 全農愛媛県本部長賞
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　JA全農えひめ畜産部は、創業明治41年の老
舗である㈱牛長に協力いただき、同社の近鉄百
貨店（阿倍野店・上本町店）直営２店舗で、１
月20日から29日までの10日間、伊予牛「絹の味」
Ｗプレゼントキャンペーンを実施し関西圏でブ
ランドをPRしました。
　伊予牛「絹の味」は、年間650頭程度（年間
出荷頭数の約30％）が関西に出荷されています
が、大部分の販売店では「国産」として流通し
ています。そこで関西圏での伊予牛「絹の味」
の知名度を向上させ、販売拡大を図ろうと今回、
初めて実施したものです。
　期間中、同店舗では、伊予牛「絹の味」購入
者先着5,000人にオリジナルハイテクふきんを
プレゼント。さらに、抽選で200人に「いよっ
こら・肉みそ」が当たるスピードクジも実施。

●近鉄百貨店で伊予牛「絹の味」Ｗプレゼントキャンペーン

関西圏での伊予牛「絹の味」の知名度向上を
報知新聞に告知も掲載し、キャンペーンを盛り
上げました。
　畜産部では、今後も更に伊予牛「絹の味」の
販路拡大に取り組むことにしています。

　県果樹同志会は、県内の小学生に愛媛みかん
にもっと興味を持ってもらおうと、「みかんの
ある絵コンクール」の作品を10月～11月末まで
募集。１月22日に「第34回・えひめみかん祭り」
の会場で、優秀作品の表彰式を行いました。
　「みかん祭り」の一環として毎年実施してお
り８回目。小学校３年生を対象に募集し、34校
から昨年を上回る871点の応募があり、関係者
が審査し、金賞１点・銀賞２点・銅賞５点・佳
作43点を選びました。
　上位入賞者は次の皆さんです（敬称略・カッ
コ内は学校名）。
【金賞】濵邊優吾さん（八幡浜市立松蔭小）
【銀賞】渡邊杏香さん（伊方町立三崎小）、

中村元気さん（同）
【銅賞】山内太智さん（八幡浜市立白浜小）、

伊藤那菜子さん（西条市立丹原小）、　
早川菜都さん（八幡浜市立川之石小）、
梶原蔵人さん（松山市立久枝小）、　　
上田ゆいさん（八幡浜市立川上小）

●第８回みかんのある絵コンクール

金賞に濵邊優吾さん

▲会場に展示された上位入賞作品

▲金賞の濵邊優吾さん（前列右）ら上位入賞の皆さん
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　愛媛県椎茸同志会は、１月27日、JA愛媛た
いきで「第34回生椎茸品評会」を開催。最優秀
賞（県知事賞）に大塚幸男さん（東宇和支部）
が選ばれました。
　同志会・JA全農えひめなど関係者が、出品
された86点を、大きさ・形状・色・肉厚などを
総合的に審査。最優秀賞のほか、原木の部12点、
菌床の部４点、計17点の入賞品が決まりました。
一部は、翌日、JA愛媛たいき直売所「愛たい菜」
で販売しました。
　今シーズンの原木しいたけ（秋子）は、11月
に気温が高く発生が極端に少なかったものの、
12月からは気温が安定し一斉に発生し越年。し
かし、年明けから平年を下回る寒さで生育が遅
れ、昨年を大幅に下回る出品点数となりました。
　３年連続５度目の県知事賞を受賞した大塚さ
んは、「年明けからの低温で生育が遅れ出品も
危ぶまれたので、受賞はとても嬉しい。袋掛け
や散水など管理を徹底した成果かな」と喜んで
いました。
　表彰式であいさつした成高王洋同志会長は、

「原発事故の影響で東北・関東の産地は減産が
予想される。愛媛・西日本で頑張って国産を支
えていこう」と呼びかけました。
　その他の入賞者は次の皆さんです（敬称略・
カッコ内は所属支部名）。

●第34回生しいたけ品評会

大塚幸男さんが３年連続の県知事賞
【原木の部】
◇優秀賞＝成高王洋（愛媛たいき）、◇１等賞
＝高橋茂行（東宇和）、西村幸治（愛媛たいき）、
◇２等賞＝姫地利光（同）、河内逡一（同）、矢
野欣一（同）、◇３等賞＝岡中勝彦（東宇和）、
中村重清（同）、久保勝利（愛媛たいき）、◇努
力賞＝瀧野正敏（同）、井上久男（同）、大西正
孝（うま）

【菌床の部】
◇優秀賞＝小西勝歳（愛媛たいき）、◇１等賞
＝青木勇進（えひめ中央）、◇努力賞＝神山幹
雄（愛媛たいき）、芝智弘（えひめ南）

▲３年連続で県知事賞を受賞した大塚幸男さん

　えひめ愛フード推進機構は、１月27日、「愛」
あるブランド産品として、JA全農えひめが申
請した豚肉「ふれ愛・媛ポーク」、かんきつ「甘
平」など、５品目５点を新に認定したと発表し
ました。
　この他に、ナス「絹かわなす」（JA西条）、
養殖マハタ「e−マハタ」（県認定漁業士協同組
合）、養殖トラフグ「媛ふく」（うわじまひめふ
ぐ協同組合）が、新規に認定されました。
　同ブランドは、県産品の販売拡大を目的に
2006年度に創設。品質や安全性、販売状況な

●「愛」あるブランド産品に５品目が新規認定

「ふれ愛・媛ポーク」「甘平」などが「愛」ブランドに認定
どを審査して認定しており、今回で認定数は、
計41品目74点となりました。
　全農えひめの関係部署は、「これを契機に一
層の消費拡大・販売強化に努めていきたい」と
話しています。
　なお、畜産部では「ふれ愛・媛ポーク」ブラ
ンドの浸透と消費拡大を目的に、２月末まで

「NINTENDO ３DS」などが抽選で総計120人
に当たるキャンペーンも実施しました。３月に
抽選会を行い当選者に景品を発送することにし
ています。
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　JA愛媛野菜生産者組織協議会と愛媛県椎茸
同志会は、消費者に安心･安全・新鮮な愛媛産
農産物の魅力を肌で感じてもらおうと、収穫体
験ツアーを企画。２月11日に松山市の消費者親
子ら30人が、大洲市で原木椎茸の植菌・収穫や
料理、イチゴ狩りを体験し、生産者との交流を
楽しみました。
　原木椎茸の植菌・収穫体験は７回目。当日は、
原木椎茸の栽培方法を学び収穫や植菌作業を体
験。また、「げんぼく55会」の女性らが調理し
た「どんこカレー」「椎茸まんじゅう」など８
品の椎茸料理を食べながら、意見交換し交流を
深めました。
　徳田農園では、真っ赤に熟れた「紅ほっぺ」「あ
まおとめ」のイチゴ狩り。採れたてならではの
JA愛媛たいき産イチゴの美味しさをアピール
しました。
　参加した消費者からは、「植菌や収穫体験が
楽しかった」「椎茸料理は種類が豊富で美味し
かった」「持ち帰る植菌したほだ木から、来年
秋に椎茸が発生するかと楽しみ」「新鮮なイチ
ゴはとっても甘かった」と、貴重な体験に大喜
びでした。
　椎茸同志会の成高王洋会長は、「本物の美味
しさは一度口にすると忘れません。料理のレ

　JA全農えひめとJA愛媛青壮年連盟は、２月
10日、互いの組織への理解を深め愛媛農業の振
興に向けて協力して取り組むことを目的に、意

●しいたけ＆イチゴ収穫体験バスツアー

原木シイタケや採れたてイチゴの魅力をアピール
パートリーを知ってもらい消費拡大を図りた
い。また、こうした交流活動の輪を広げ、産地
の維持・活性化につなげたい」と話しています。

見交換会を開きました。
　全農えひめからは、「生産・販売・購買一体
事業」のこれまでの成果と課題、コアモデルを
拡大し生産基盤の維持拡大をめざすとした次年
度の取り組み方針を紹介しました。
　盟友からは、「タバコ廃作後の対策や耕作放
棄地の解消に向けた対策は？」、「下位等級果実
の活用策は？」といった質問や、「肥料など生
産資材価格の一段の値下げを」、「農家の目線に
立った方針や取り組みを実施してもらいたい」
といった要望・意見が出されました。

▲「あま～い」イチゴに子ども達は大喜び

▲成高椎茸同志会長（右）が栽培や収穫について説明

●ＪＡ青壮年組織代表者・ＪＡ全農えひめ　意見交換会

愛媛農業の振興へ組織と協力し取り組む
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●JA愛媛畜産技術者連絡協議会　研修会

TPP参加に断固反対

▲大杉会長が結束を呼びかけました

　JA愛媛畜産技術者連絡協議会は、１月25日
に開いた研修会で、環太平洋連携協定（TPP）
が畜産業に及ぼす影響や家畜伝染病予防法改
正のポイントについて認識を深めました。
　TPPに対してはJA愛媛中央会が、「関税が
撤廃されれば輸入品との競合だけでなく補助
事業の財源も枯渇する。消費者にとっても規
制緩和による食の不安が増す」と訴えました。
　法改正では、感染ルート早期特定のための
記録の作成・保存などの飼養管理基準が新設
され、口蹄疫や鳥インフルの特定症状の早期
通報、防除指針の見直しなどの説明がありま
した。
　大杉充協議会長は「TPP参加には断固反対。
学んだことを畜産農家にも伝えていこう」と、
参加阻止に向けて結束を呼びかけました。

　県内JAとJA全農えひめは、JAで実施される
農機展示会に合わせ、２月７日、ウェルピア伊
予で新製品発表研修会を開き、商品知識力の向
上を図りました。
　研修会では、メーカー担当者が、田植機・ト
ラクター・コンバイン・管理機・刈払機など新
製品の特徴をパンフレットや実機を基に説明。
JA農機担当者らは、展示会や今後の推進に役
立てようと、熱心に聴き知識の習得に努めてい
ました。

●農機新製品発表研修会

新製品の商品知識力の向上を図る

●愛媛ブランド牛の開発スタート

優良繁殖牛10頭導入
　愛媛県は、消費者の健康志向に対応した
「愛媛ブランド牛」の開発をスタートしま
した。１月31日、西予市野村畜産総合セン
ターで、鹿児島県から導入した黒毛和牛（基
礎牛）が関係者に披露されました。
　県では、健康志向と飼料価格の高止まり
を踏まえ、出荷月齢を通常より３か月短縮
するとともに、赤身が多く脂肪の少ない牛
肉の開発を目指します。2014年度に試験販
売し、15年度には一般販売する計画です。
　JAグループも連携して開発に協力し、
農家所得の向上を目指すことにしており、
県肉牛生産者協議会の山本三好会長は「期
待は大きい。生産者も一丸となって成功さ
せたい」と意欲的に話しています。

▲中村県知事も期待を込めています
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　愛媛県内の農林漁業団体や県生活協同組合連
合会など10団体は、１月23日、「食とくらしと
地域を守るネットワーク愛媛」を設立。環太平
洋連携協定（TPP）交渉参加阻止の運動を強化
します。JA全農えひめも同組織の一員として、
一緒に取り組んでいきます。
　同組織は、十分な情報開示や国民的議論がな
いまま、政府が交渉参加に向けて関係国との事
前協議に入っていることを非難。経済連携協定
（EPA）などの情報も収集します。また、JA愛
媛中央会のホームページ内に同組織特設サイト
を設置。TPPをめぐる情勢と新たな動きを「ネッ
トワークニュース」として発信し、対外向け広
報活動を強化することにしており、全農えひめ

HPにもリンク設定しています。
　同組織の林正照会長（JA愛媛中央会会長）は、
「農業だけの問題で終わらないのがTPPだ。組
織の輪を広げて取り組み、県民各層に影響を
知ってもらいたい」と話しています。

▲ＨＰにリンク設定した特設サイトバナー

●食とくらしと地域を守るネットワーク愛媛が設立

TPP交渉参加阻止へ県内10団体が結束

　
２
０
０
９
年
度
か
ら
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
を

展
開
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
西
条
は
、
昨
年
８

月
、
新
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
を
開
所
。
各

支
所
に
散
ら
ば
っ
て
い
た
Ｔ
Ａ
Ｃ
を
セ

ン
タ
ー
に
集
約
し
ま
し
た
。

　
秋
山
課
長
補
佐
は
、
初
年
度
か
ら
Ｔ

Ａ
Ｃ
業
務
の
管
理
者
兼
自
ら
も
Ｔ
Ａ
Ｃ

と
し
て
活
動
。
主
担
当
品
目
は
「
七
草
」

「
メ
ロ
ン
」
で
す
が
、
他
作
目
に
も
明
る

く
８
人
い
る
Ｔ
Ａ
Ｃ
全
員
の
品
目
を
補

完
し
、
農
家
に
出
向
き
意
見
を
収
集
し

な
が
ら
適
切
な
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
管
理
者
と
し
て
Ｔ
Ａ
Ｃ

全
員
の
推
進
・
日
報
を
管
理
。
各
々
の

推
進
の
進
捗
を
毎
月
調
整
し
、
訪
問
の

達
成
状
況
の
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
か
ら
は
里
芋
「
伊
予
美
人
」

の
東
予
地
域
産
地
広
域
化
を
図
ろ
う

と
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
と
も
連
携
し
な

が
ら
Ｊ
Ａ
間
連
携
の
音
頭
を
取
り
、
産

地
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

里
芋
の
産
地
広
域
化
に
つ
い
て
は
、
１

月
19
日
に
九
州
で
行
わ
れ
た
「
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
域
Ｔ
Ａ
Ｃ
研
究
会
」で
発
表（
＝

写
真
）。
愛
媛
だ
け
で
な
く
全
国
に
そ

の
知
見
を
広
め
て
い
ま
す
。

　
Ｔ
Ａ
Ｃ
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
、
指
導

の
相
談
か
ら
、
生
活
の
相
談
ま
で
幅
広

く
担
う
秋
山
補
佐
。
Ｊ
Ａ
西
条
の
Ｔ
Ａ

Ｃ
活
動
の
要
と
し
て
益
々
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ＪＡ西条
アグリセンター
課長補佐

秋山　雅志さん

Ｊ
Ａ
西
条
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
の
要
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　JAえひめ南は、３月18日（日）、宇和島市の
海の駅みなとオアシスうわじま「きさいや広場」
で、「ブラッドオレンジフェア」を開催します。
　ブラッドオレンジは、イタリア原産の「モロ」
「タロッコ」等の総称で、果肉が赤いため命名さ
れました。同JA管内では温暖化対策の一環とし
て、いち早く産地化に取り組んでいます。
　当日は、生果実はもちろん、生絞りジュース
やスイーツなどの試食もご用意。季節のかんき
つも取り揃えご来場をお待ちしています。

日時：平成24年3月18日（日）
　　　10時～15時
場所：みなとオアシスうわじま
　　　「きさいや広場」

ブラッドオレンジフェア開催

　また、JAえひめ中央・女性部は、JAバンクえ
ひめが配布した「おにぎり」8,000個を手づくり
し協力。北条選果場でも豚汁をふるまうなどラ
ンナーを応援しました。

　早春の伊予路を駆ける「第50回愛媛マラソン
（湯ったりオレンジロード）」が、２月５日に開
催され、過去最多の7,352人が参加。県内JAグルー
プからも大勢のランナーが出場しました。
　JA全農えひめからも職員ら７人が揃いのユニ
フォームで出場。スタート前には諏訪県本部長
らが激励しました。最高は101位（次は102位）
全員が制限時間内に完走しました。
　全農えひめでは、ゴール後のおもてなし広場
に「みかんタワー」を設置し「愛のオレンジロー
ド」をPRするとともに、㈱えひめ飲料もコース
給水所にジュースを提供するなどで協賛。タワー
をバックに記念撮影するランナーや応援者も見
受けられました。

▲みかんタワー前で完走を誓う県本部職員ら

●第50回愛媛マラソンに協賛
「湯ったりオレンジロード」で「愛のオレンジロード」をＰＲ
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17

業
の
生
産
力
を
示
す
も
の
と
し
て

は
、
生
産
量
に
よ
る
も
の
が
一
般

的
で
す
が
、
金
額
評
価
に
よ
る
方
法
と
し

て
、
農
業
産
出
額
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

今
月
は
、
愛
媛
県
の
農
業
産
出
額
に
つ
い

て
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
愛
媛
県
の
農
業
産
出
額
は

１
、 

２
６
２
億
円
で
、
前
年
に
比
べ
て

40
億
円
（
３
％
）
増
加
し
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
耕
種
部
門
の
産
出
額

は
９
５
８
億
円
で
、
前
年

に
比
べ
て
29
億
円
（
３
％
）

増
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

米
が
９
億
円
、
花
き
お
よ

び
工
芸
作
物
が
２
億
円
下

回
っ
た
も
の
の
、
果
実
が

33
億
円
、
野
菜
が
12
億

円
、
い
も
類
が
１
億
円
上

回
っ
た
た
め
で
す
。
ま

た
、
畜
産
部
門
の
産
出
額

は
３
０
４
億
円
で
、
前
年

に
比
べ
て
11
億
円
（
４
％
）

増
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

乳
用
牛
が
前
年
を
３
億
円

下
回
っ
た
も
の
の
、
豚
が

10
億
円
、
鶏
が
３
億
円
、

肉
用
牛
が
１
億
円
上
回
っ

た
た
め
で
す
（
図
１
）。

り
、
全
国
第
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
農
業
所
得
が
農
産
物
の
価
格
低
迷
等
に

よ
り
継
続
的
に
減
少
し
て
い
る
中
、
農
業

者
の
所
得
を
高
め
経
営
を
安
定
さ
せ
て
い

く
た
め
に
は
、
農
業
所
得
そ
の
も
の
の
増

大
を
図
っ
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、「
６

次
産
業
化
」
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、
農
業
生
産
関
連
事
業
の
所
得

を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
６
次
産
業
化
と
は
、
１
次
産
業
と
し
て
の
農

林
漁
業
の
従
事
者
が
、
主
体
的
に
２
次
産
業
と

し
て
の
製
造
業
、
３
次
産
業
と
し
て
の
流
通
・

販
売
の
事
業
に
取
り
組
み
、
地
域
資
源
を
活
用

し
た
新
た
な
付
加
価
値
を
生
み
出
す
取
組
の
こ

と
で
す
。

中
国
四
国
農
政
局

松
山
地
域
セ
ン
タ
ー
　
農
政
推
進
グ
ル
ー
プ

　
愛
媛
県
の
主
要
農
産
物
の
産
出
額
は
、

１
位
が
み
か
ん
で
２
２
２
億
円
（
18
％
）、

次
い
で
米
が
１
５
３
億
円
（
12
％
）、
豚
が

１
１
８
億
円
（
９
％
）、
い
よ
か
ん
が
77
億

円
（
６
％
）、
鶏
卵
が
74
億
円
（
６
％
）、

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
上
位
５
品
目
で
、

全
体
の
約
半
分
を
占
め
て
い
ま
す
（
図

３
）。

　
上
位
５
品
目
の
う
ち
、
み
か
ん
の
産

出
額
は
全
国
（
１
、 

５
４
０
億
円
）
の
14
％

を
占
め
て
お
り
全
国
第

３
位
、
い
よ
か
ん
の
産

出
額
は
全
国（
88
億
円
）

の
88
％
を
占
め
て
お

農業産出額は、前年に比べ40億円増加（愛媛県）
－平成22年農業産出額調査結果の概要から－

農果
実
部
門
が
全
体
の
約
４
割

　
愛
媛
県
の
農
産
物

　
第
１
位
は
「
み
か
ん
」

図２　主要部門別の農業産出額に占める割合

図３　主要農産物の農業産出額に占める割合
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図１　主要部門における農業産出額の内訳（愛媛県）
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イベントカレンダー

園協まつり

梅まつり

お中元セール

お盆セール

お彼岸セール

秋祭りセール

楽しみ市18周年

歳末売り出し

•３月４日

•６月10～27日

•７月10日～

•８月７～16日

•９月18～23日

•10月10～18日

•11月中旬

•12月18～31日

インフォメーション

楽しみ市
●℡／0896-74-3233

●営／8：30～18：00（日曜のみ7：30～17：00）

●休／年中無休（１月１～４日、地方祭10月15日は除く）

●住／四国中央市土居町入野79

●URL／http://www.toyoengei.jp/

ＪＡふるさと自慢

直売所めぐりvol.135

宇摩地方の良さと、オリジナル加工品も満載の、独自色豊かな直売所

直売所めぐりvol.135

宇摩地方の良さと、オリジナル加工品も満載の、独自色豊かな直売所

楽しみ市 ～JA東予園芸 宇摩支部～
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さい

どう

声

▲ネギがたっぷり。弾力のある麺が汁と絡むつ
けそばと豚めし

●℡／0896-74-3218

●営／11：00～14：00、

　17：00～21：00（スープ終了時閉店）

●休／日曜

●住／四国中央市土居町天満1618

麺処　ひかり食堂
インフォメーション

青ネギはラーメンの名脇役！

　奥が深いラーメンの世界で勝負をしたい
と、納得できる厳選素材を調達して一杯入
魂のラーメンを作り続けている「ひかり食
堂」。ラーメンに欠かせない青ネギは通
常、契約農家から調達をしていますが、端
境期には品質のぶれない「楽しみ市」へ
駆け込みます。「いつ行っても、鮮度も味

もまちがいない青ネギがあるのは心強い
ですね」と店主の海田さん。一人でも多く
の方においしく気持ちよく召し上がっても
らえる食空間の提供を心がけています。

寺尾　則雄さん
（楽しみ市　店長）

「出荷者は県認定のエコファーマーを取得
したり、新品種の柑橘を栽培したりと、前
向きに頑張っています。今の時期はいろい
ろな中晩柑類がお楽しみいただけます」

川上　ひろみさん
（楽しみ市　職員）

「男性一人で来られる方も多い
ですよ。来やすいご様子で、い
つの間にか気さくなスタッフと
話が弾む常連さんになられてい
ます。アットホームな雰囲気
で、ご要望にもお応えできる店
づくりを目指しています」

軽
に
立
ち
寄
り

大
き
な
満
足

27
P

　拡
大
図

▲国道11号線沿い。この
大きな看板が目印です

▲駐車スペース約35台、素朴な外観も好感
が持てる店舗

　工
業
地
帯
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
四
国
中
央
市
で
す
が
、

直
売
所
「
楽
し
み
市
」
の
あ
る
土
居
町
は
、
市
の
西
端

に
位
置
す
る
の
ど
か
な
田
園
風
景
の
広
が
る
町
で
す
。

　地
産
地
消
の
意
識
の
高
い
地
元
の
生
産
者
ら
に
よ
り
、

Ｊ
Ａ
東
予
園
芸
宇
摩
支
部
直
売
部
会
を
結
成
。
平
成
６

年
（
１
９
９
４
）
に
簡
易
テ
ン
ト
で
、
土
・
日
曜
の
み

の
直
売
所
「
楽
し
み
市
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
徐
々
に

増
え
る
出
荷
会
員
、
お
客
様
の
要
望
に
応
え
、
平
成
19

年
（
２
０
０
７
）、
平
日
も
営
業
す
る
３
０
０
㎡
の
新
店

舗
へ
と
拡
大
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
さ
ら
に
好
調
で
、
年
間

売
り
上
げ
３
億
円
に
届
き
そ
う
な
勢
い
で
す
。
そ
の
源

は
半
径
約
10
㎞
圏
内
か
ら
新
鮮
な
農
産
物
を
出
荷
す
る

会
員
約
２
０
０
名
の
パ
ワ
ー
で
す
。

気本
当
に
楽
し
い

「
楽
し
み
市
」

　店
内
で
は
今
が
盛
り
と
ば
か
り

に
、
壁
一
面
を
鮮
や
か
な
オ
レ
ン
ジ

色
の
中
晩
柑
類
が
ず
ら
〜
り
。Ｊ
Ａ

東
予
園
芸
は
果
樹
園
芸
が
専
門
と

あ
っ
て
、
柑
橘
の
種
類
も
豊
富
で

す
。
３
月
い
っ
ぱ
い
は
四
国
中
央
市

特
産
の
里
芋
、
山
の
芋
も
。
春
に
は

イ
チ
ゴ
、
そ
れ
か
ら
ビ
ワ
、
イ
チ
ジ

ク
、
柿
と
季
節
は
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。

　季
節
を
感
じ
さ
せ
る
旬
の
農
産
物

に
対
し
て
、
ハ
ナ
シ
バ
（
シ
キ
ミ
）、

サ
カ
キ
、
青
ネ
ギ
は
人
気
の
通
年
商

品
で
す
。
特
に
青
ネ
ギ
は
品
よ
し
・

味
よ
し
・
一
定
価
格
で
、
知
る
人
ぞ

知
る
隠
れ
た
看
板
商
品
で
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
減
農
薬
・
減
化
学
肥
料

の
学
校
給
食
に
供
給
す
る
農
産
物
を

集
め
た
「
学
校
給
食
生
産
者
コ
ー

ナ
ー
」
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
き
た
い
ブ
ー
ス
で
す
。

　３
月
４
日
（
日
）
は
日
頃
の
ご
愛
顧
に
感
謝
し
て
「
園

協
ま
つ
り
」
を
開
催
。
生
産
者
の
手
づ
く
り
惣
菜
や
寿

し
、
漬
物
な
ど
も
普
段
以
上
に
盛
り
だ
く
さ
ん
、
店
頭
で

は
餅
つ
き
大
会
や
お
は
ぎ
や
手
づ
く
り
コ
ン
ニ
ャ
ク
、
ア

ツ
ア
ツ
の
焼
き
芋
な
ど
の
バ
ザ
ー
も
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ

一
度
、
ド
ラ
イ
ブ
が
て
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▲

JA東予園芸オリジナル加工品の数々。南高
梅をまろやかな味わいに仕上げた「健紅
梅」、やわらかくて甘い干し柿「あんぽ柿」、
封を開けたらちょうど食べ頃「あたご柿」

▲品数豊富で、「おいしいよ」とアピールするかのように、きれ
いな並びの農産物

▲甘平、せとか、はるみ、はるか、デコポン…
ミカン色に染まる壁面

▲土居町では30品目以上の農産物
が学校給食へ供給

▲盆栽ファンにはたまらない！　赤石
五葉松が並ぶのも土居町ならでは

　里芋、山の芋の
ボリュームは宇
摩地方ならでは

▲▲

　地元でとれ
たレンコン、
人参も

▲▲
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イベントカレンダー

園協まつり

梅まつり

お中元セール

お盆セール

お彼岸セール

秋祭りセール

楽しみ市18周年

歳末売り出し

•３月４日

•６月10～27日

•７月10日～

•８月７～16日

•９月18～23日

•10月10～18日

•11月中旬

•12月18～31日

インフォメーション

楽しみ市
●℡／0896-74-3233

●営／8：30～18：00（日曜のみ7：30～17：00）

●休／年中無休（１月１～４日、地方祭10月15日は除く）

●住／四国中央市土居町入野79

●URL／http://www.toyoengei.jp/

ＪＡふるさと自慢

直売所めぐりvol.135

宇摩地方の良さと、オリジナル加工品も満載の、独自色豊かな直売所
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★
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★

や
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公
園

さい

どう

声

▲ネギがたっぷり。弾力のある麺が汁と絡むつ
けそばと豚めし

●℡／0896-74-3218

●営／11：00～14：00、

　17：00～21：00（スープ終了時閉店）

●休／日曜

●住／四国中央市土居町天満1618

麺処　ひかり食堂
インフォメーション

青ネギはラーメンの名脇役！

　奥が深いラーメンの世界で勝負をしたい
と、納得できる厳選素材を調達して一杯入
魂のラーメンを作り続けている「ひかり食
堂」。ラーメンに欠かせない青ネギは通
常、契約農家から調達をしていますが、端
境期には品質のぶれない「楽しみ市」へ
駆け込みます。「いつ行っても、鮮度も味

もまちがいない青ネギがあるのは心強い
ですね」と店主の海田さん。一人でも多く
の方においしく気持ちよく召し上がっても
らえる食空間の提供を心がけています。

寺尾　則雄さん
（楽しみ市　店長）

「出荷者は県認定のエコファーマーを取得
したり、新品種の柑橘を栽培したりと、前
向きに頑張っています。今の時期はいろい
ろな中晩柑類がお楽しみいただけます」

川上　ひろみさん
（楽しみ市　職員）

「男性一人で来られる方も多い
ですよ。来やすいご様子で、い
つの間にか気さくなスタッフと
話が弾む常連さんになられてい
ます。アットホームな雰囲気
で、ご要望にもお応えできる店
づくりを目指しています」

軽
に
立
ち
寄
り

大
き
な
満
足

27
P

　拡
大
図

▲国道11号線沿い。この
大きな看板が目印です

▲駐車スペース約35台、素朴な外観も好感
が持てる店舗

　工
業
地
帯
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
四
国
中
央
市
で
す
が
、

直
売
所
「
楽
し
み
市
」
の
あ
る
土
居
町
は
、
市
の
西
端

に
位
置
す
る
の
ど
か
な
田
園
風
景
の
広
が
る
町
で
す
。

　地
産
地
消
の
意
識
の
高
い
地
元
の
生
産
者
ら
に
よ
り
、

Ｊ
Ａ
東
予
園
芸
宇
摩
支
部
直
売
部
会
を
結
成
。
平
成
６

年
（
１
９
９
４
）
に
簡
易
テ
ン
ト
で
、
土
・
日
曜
の
み

の
直
売
所
「
楽
し
み
市
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
徐
々
に

増
え
る
出
荷
会
員
、
お
客
様
の
要
望
に
応
え
、
平
成
19

年
（
２
０
０
７
）、
平
日
も
営
業
す
る
３
０
０
㎡
の
新
店

舗
へ
と
拡
大
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
さ
ら
に
好
調
で
、
年
間

売
り
上
げ
３
億
円
に
届
き
そ
う
な
勢
い
で
す
。
そ
の
源

は
半
径
約
10
㎞
圏
内
か
ら
新
鮮
な
農
産
物
を
出
荷
す
る

会
員
約
２
０
０
名
の
パ
ワ
ー
で
す
。

気本
当
に
楽
し
い

「
楽
し
み
市
」

　店
内
で
は
今
が
盛
り
と
ば
か
り

に
、
壁
一
面
を
鮮
や
か
な
オ
レ
ン
ジ

色
の
中
晩
柑
類
が
ず
ら
〜
り
。Ｊ
Ａ

東
予
園
芸
は
果
樹
園
芸
が
専
門
と

あ
っ
て
、
柑
橘
の
種
類
も
豊
富
で

す
。
３
月
い
っ
ぱ
い
は
四
国
中
央
市

特
産
の
里
芋
、
山
の
芋
も
。
春
に
は

イ
チ
ゴ
、
そ
れ
か
ら
ビ
ワ
、
イ
チ
ジ

ク
、
柿
と
季
節
は
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。

　季
節
を
感
じ
さ
せ
る
旬
の
農
産
物

に
対
し
て
、
ハ
ナ
シ
バ
（
シ
キ
ミ
）、

サ
カ
キ
、
青
ネ
ギ
は
人
気
の
通
年
商

品
で
す
。
特
に
青
ネ
ギ
は
品
よ
し
・

味
よ
し
・
一
定
価
格
で
、
知
る
人
ぞ

知
る
隠
れ
た
看
板
商
品
で
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
減
農
薬
・
減
化
学
肥
料

の
学
校
給
食
に
供
給
す
る
農
産
物
を

集
め
た
「
学
校
給
食
生
産
者
コ
ー

ナ
ー
」
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
き
た
い
ブ
ー
ス
で
す
。

　３
月
４
日
（
日
）
は
日
頃
の
ご
愛
顧
に
感
謝
し
て
「
園

協
ま
つ
り
」
を
開
催
。
生
産
者
の
手
づ
く
り
惣
菜
や
寿

し
、
漬
物
な
ど
も
普
段
以
上
に
盛
り
だ
く
さ
ん
、
店
頭
で

は
餅
つ
き
大
会
や
お
は
ぎ
や
手
づ
く
り
コ
ン
ニ
ャ
ク
、
ア

ツ
ア
ツ
の
焼
き
芋
な
ど
の
バ
ザ
ー
も
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ

一
度
、
ド
ラ
イ
ブ
が
て
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▲

JA東予園芸オリジナル加工品の数々。南高
梅をまろやかな味わいに仕上げた「健紅
梅」、やわらかくて甘い干し柿「あんぽ柿」、
封を開けたらちょうど食べ頃「あたご柿」

▲品数豊富で、「おいしいよ」とアピールするかのように、きれ
いな並びの農産物

▲甘平、せとか、はるみ、はるか、デコポン…
ミカン色に染まる壁面

▲土居町では30品目以上の農産物
が学校給食へ供給

▲盆栽ファンにはたまらない！　赤石
五葉松が並ぶのも土居町ならでは

　里芋、山の芋の
ボリュームは宇
摩地方ならでは

▲▲

　地元でとれ
たレンコン、
人参も

▲▲
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R E A D E R S 通 信

編 集 後 記
今月の
クイズ

●
１
月
号
の
特
集
「
新
春
座
談
会
」、
大
変
興
味
深
く
拝

読
し
ま
し
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
を
は
じ
め
、
地
域
農
業
の

問
題
や
課
題
、
共
販
の
意
義
等
々
、
な
ん
と
い
っ
て
も

最
終
的
に
農
家
の
所
得
向
上
に
向
け
て
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

の
役
割
・
使
命
は
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
素
晴
ら
し
い
考
え
を
持
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
し
た
。
末
端
の
農
家
ま
で
周
知
し
理
解
い
た

だ
き
、「
絵
に
描
い
た
餅
に
な
ら
ぬ
よ
う
」
取
り
組
ま

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
松
山
市
・
山
本
　
良
幸
さ
ん
）

●
１
月
号
の
「
ふ
る
さ
と
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｙ
」
を
読
ん
で
、
幸

せ
す
ぎ
る
自
分
達
は
反
省
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
、

と
思
い
ま
し
た
。
便
利
さ
の
中
か
ら
は
芽
生
え
て
こ
な

い
考
え
も
、
不
便
さ
の
中
か
ら
は
色
々
な
考
え
や
思
い

が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
自
分
だ
け
が
幸
せ
に
な
る
の

で
は
な
く
、
周
り
や
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
れ
る
よ
う
、

行
動
し
た
い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
心
豊
か
に
。    

Ｔ
Ａ
Ｃ
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
頑
張
っ
て
い
る
Ｊ
Ａ

職
員
の
姿
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
県
内
Ｊ
Ａ
の
取
り
組

み
も
良
く
分
か
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
各
Ｊ
Ａ
の
Ｔ
Ａ

Ｃ
の
皆
さ
ん
の
活
動
を
取
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

（
西
予
市
・
松
井
　
律
子
さ
ん
）

●
久
保
田
さ
ん
の
「
ふ
る
さ
と
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｙ
」
を
読
ん
で
、

何
年
か
前
に
訪
れ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
こ
と
を
思
い
出
し

ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
の
輝
く
瞳
、ガ
イ
ド
さ
ん
の
親
の
職
業
は「
自

給
自
足
」。
日
本
に
来
た
時
に
は
水
道
水
の
塩
素
で
湿

疹
が
で
き
た
話
な
ど
。
そ
し
て
、
豊
か
な
自
然
の
な
か

で
少
し
ず
つ
近
代
化
の
兆
し
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。

　
写
真
の
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
頃
に
は
、
生
活

も
豊
か
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
今
治
市
・
乾
　
律
子
さ
ん
）

●
久
保
田
夏
菜
の
「
え
ひ
め
の
食
」
食
べ
ち
ゃ
お
う
か
な

～
♪
　
大
好
き
で
、
毎
回
見
て
い
ま
す
！
い
ろ
い
ろ

な
産
地
の
い
ろ
い
ろ
な
農
畜
産
物
が
料
理
と
一
緒
に
紹

介
さ
れ
、
見
て
い
て
楽
し
く
な
り
ま
す
。
久
保
田
さ
ん

の
笑
顔
は
と
て
も
私
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
１
月
号
の
「
ふ
る
さ
と
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｙ
」
で
は
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
３
泊
４
日
の
旅
を
想
像
し
な
が
ら
読
み
ま
し
た
。

「
真
の
幸
せ
は
生
活
の
豊
か
さ
で
は
な
く
、
心
の
豊
か

さ
」「
そ
こ
は
自
分
に
素
直
に
な
れ
る
場
所
で
し
た
」

と
の
言
。
何
だ
か
私
ま
で
心
が
広
く
な
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
し
た
。

（
西
条
市
・
白
木
　
泰
子
さ
ん
）

●
「
ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
蛇
口
」
が
県
内
外
で
大
盛
況
の
よ
う

で
す
ね
。
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
も
、
こ
の
イ
ベ

ン
ト
を
行
っ
て
喜
ば
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
子
ど
も

達
の
笑
顔
の
た
め
に
も
、
ど
ん
ど
ん
こ
の
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
を
行
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　「
愛
あ
る
」
農
産
物
で
、
人
々
に
「
食
」
を
通
じ
た
元

気
の
「
み
な
も
と
」
を
ど
ん
ど
ん
提
供
し
て
く
だ
さ
い
。

期
待
し
て
い
ま
す
。

（
松
前
町
・
田
中
　
克
也
さ
ん
）

●
Ｊ
Ａ
ふ
る
さ
と
自
慢
「
直
売
所
め
ぐ
り
」
大
変
良
か
っ

た
で
す
。
１
月
号
で
紹
介
し
て
い
た
Ｊ
Ａ
う
ま
「
ジ
ャ

ジ
ャ
う
ま
市
」
は
一
度
行
き
ま
し
た
が
、
地
図
も
説
明

も
分
か
り
や
す
く
、
ま
た
行
き
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。

　
Ｊ
Ａ
う
ま
管
内
の
野
菜
の
紹
介
も
と
っ
て
も
良
か
っ
た

で
す
。
地
域
の
人
た
ち
に
と
っ
て
無
く
て
は
な
ら
な
い

店
舗
と
し
て
、
ま
た
地
域
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
、
今

後
も
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

（
今
治
市
・
渡
部
　
誠
さ
ん
）

●
１
月
号
料
理
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
て
い
た
「
高
菜
」
は
、

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
加
工
前
の
も
の
を
買
っ
た
こ
と
が
な

い
の
で
す
が
、
今
回
の
レ
シ
ピ
を
見
て
、
買
っ
て
き
て

作
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
特
に
、「
高
菜
の
油
炒

め
」
は
、
ご
ま
油
の
風
味
と
鷹
の
爪
の
ピ
リ
辛
が
高
菜

と
マ
ッ
チ
し
て
、
想
像
す
る
だ
け
で
ご
飯
が
３
杯
は
食

べ
ら
れ
そ
う
で
す
。

　
前
か
ら
欲
し
か
っ
た
ホ
ー
ム
ベ
ー
カ
リ
ー
を
と
う
と
う

買
い
ま
し
た
。
簡
単
に
お
い
し
い
パ
ン
が
焼
け
て
、
毎

日
満
足
し
て
い
ま
す
。
最
近
の
機
種
は
お
餅
も
つ
け
ま

す
。
朝
早
く
起
き
て
、
も
ち
米
を
蒸
し
て
つ
い
て
い
ま

し
た
が
、
便
利
な
世
の
中
に
な
っ
た
も
の
で
す
ね
。

（
西
条
市
・
竹
中
　
由
香
里
さ
ん
）

ク
イ
ズ
に
正
解
し
た
方
の
中

か
ら
抽
選
で
、
図
書
カ
ー
ド

１
、０
０
０
円
分
を
10
名
様
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト

１
月
号
の
答
え
は
「
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
」
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
次
の
10
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
１
、０
０
０
円

分
を
お
送
り
し
ま
す
。

曽
根
知
佐
土
さ
ん
（
四
国
中
央
市
）　
山
内
　
美
花
さ
ん
（
西
条
市
）

岡
本
　
妙
子
さ
ん
（
今
治
市
）　
　
　
森
　
　
泰
子
さ
ん
（
今
治
市
）

村
上
　
　
瞠
さ
ん
（
今
治
市
）　
　
　
伊
藤
　
啓
悟
さ
ん
（
松
山
市
）

楠
　
　
未
来
さ
ん
（
松
山
市
）　
　
　
北
原
　
瑛
騎
さ
ん
（
松
山
市
）

岡
　
沙
那
佳
さ
ん
（
八
幡
浜
市
）　
　
影
山
　
澄
子
さ
ん
（
宇
和
島
市
）

当
選
者
発
表

締

　切

　り

平
成
24
年
４
月
10
日
（
当
日
消
印
有
効
）

発

　
　
　表
「
あ
ぐ
り
～
ど
」
５
月
号
で
発
表
し
ま
す
。

折
り
込
み
ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の

答
え
と
本
誌
に
対
す
る
ご
意

見
・
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
の
上
、
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法 平

成
22
年
愛
媛
県
の
農
業
産
出
額
は
？

「
○
○
○
○
億
円
」

★シンポジウム「甦れ！ 農」パー
ト13が３月10日（土）に開か
れます。今回のテーマは「大
震災が問う！ 競争原理から協
同の絆へ」。東日本大震災の
復興支援の中で、人々の助け
合い（共助）の社会認識が深
まっており、また、今年は「国
際協同組合年」でもあります。
これを契機に協同組合の意義
や将来について改めて考えた
いものです。　　（まさゆき）
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〈材料・４人分〉　　※１人あたり約305kcal
菜の花	 ２束
牛肉モモ	 300ｇ
　酒	 小さじ２
　濃口醤油	 小さじ２
卵	 １個
片栗粉	 少々
ニンニク	 小さじ１
ショウガ	 小さじ１
豆板醤	 小さじ１
　スープ（中華味）	 300㏄
　濃口醤油	 大さじ１
　砂糖	 大さじ１
油	 大さじ１
水溶き片栗粉	 大さじ２

〈作り方〉
①	　菜の花は根元の固い部分を取り除き塩茹で
し、４㎝の長さに切る。
②　ハマグリは殻と殻をこすりあわせるようにし
て汚れを取り、打ち合わせて鈍い音がしないか
確認する。（鈍い音がするハマグリは除く）。
③　昆布と②と水を鍋に入れ、沸いたら昆布を取
り出して火を弱め、ハマグリの口が開いたら火
を止める。（ハマグリを除いて汁を漉すとさら
によい。）
④　③にⒶを加えて味を調える。
⑤　椀にハマグリと菜の花を盛り、④の汁をそそ
ぐ。

吸い物 菜の花と牛肉の炒め物菜の花のキッシュ（直径18㎝のタルト）

〈作り方〉
①	　菜の花は根元の固い部分を取り除き、塩茹で
し、３㎝の長さに切る。

②　玉ねぎは薄切り、ベーコンは１㎝幅に切る。
③　卵を割りほぐし、牛乳、生クリームを合わせ、
塩とコショウをふる。

④　型にパイシートを薄く伸ばして敷きこみ、と
ころどころフォークで穴をあけて、①と②を散
らし、③を流し込む。

⑤　180℃のオーブンで30〜40分ほど焼く。
⑥　焼きあがれば４等分に切り分ける。

〈作り方〉
①	　菜の花は根元の固い部分を取り除き塩茹でに
する。

②　牛肉はⒶで下味をつけて溶き卵を絡ませ、片
栗粉をまぶす。

③　140℃位の油で②を油通しし、油切りをして
おく。

④　フライパンにニンニクとショウガのみじん切
り、豆板醤を炒め、Ⓑを加える。

⑤　④が沸けば①と③を加え、再び沸いたところ
で水溶き片栗粉を加えてとろみをつける。

〈材料・４人分〉　　※１人あたり約27kcal
菜の花	 １束
ハマグリ	 ８個
水	 700㏄
　塩	 小さじ１／４
　薄口醤油	 小さじ１
　酒	 大さじ１
昆布	 ５㎝角１枚

〈材料・４人分〉　　※１人あたり約87.5kcal
菜の花	 １束
玉ねぎ	 １／２個
ベーコン	 ４枚
卵	 ３個
牛乳	 100㏄
生クリーム	 100㏄
塩	 小さじ１／４
コショウ	 少々
冷凍パイシート	 １枚

今月の素材

菜の花

指導／学校法人愛媛学園　（愛媛調理製菓専門学校）大西　望先生

▲

（
右
前
）
菜
の
花
と
牛
肉
の
炒
め
物
、（
右
後
）
吸
い
物
、（
左
）
菜
の
花

の
キ
ッ
シ
ュ

Ⓐ

Ⓑ

Ⓐ

①果汁のおいしさとともに、各種成分を含む
栄養機能食品として健康感をプラスした果汁
飲料です。

②保存料・着色料不使用なので安心してお飲
みいただけます。

③果実のやさしい香味が、おやつ時、お風呂
上がりなど様々なシーンに最適です。

④アウトドアにも、買い置きにも便利な飲みき
りサイズの小容量缶です。

POM プラスシリーズ（190ｇ缶）◆新発売◆POM プラスシリーズ（190ｇ缶）◆新発売◆POM プラスシリーズ（190ｇ缶）◆新発売◆
オレンジプラス／アップルプラス／パインプラス

【果汁30％／希望小売価格80円（税抜）】

『“おいしさ”と、カラダに“げんき”をプラスする。』　

〒791-8603　松山市安城寺町478番地　TEL：089-923-1500　FAX：089-924-0304
http://www.ehime-inryo.co.jp　（通販専用）http://www.pom-j.com
〒791-8603　松山市安城寺町478番地　TEL：089-923-1500　FAX：089-924-0304
http://www.ehime-inryo.co.jp　（通販専用）http://www.pom-j.com

ほろ苦く、ちょっぴり辛く
食卓に刺激的な春一番

NOW NOWCOOKING
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この冊子は再生紙を使用しています。

環境に配慮した植物油インキ
を使用しています。

五月人形・鯉のぼり 特別展示会

お問い合わせは最寄りのJAへ


